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A monu-Munenao KUROGI : のり増殖の先覚者児玉裕蔵君の碑黒木宗向

当H年(¥li!'手¥J35年)の資料によると，小木111]の人 11は

5，948人，t:2林水産業に従事し，ぜ'1.¥業就業者 610人，漁
業生産頒約7千万円，う ち;1ii務知 (ノリ，ワカメ，ツ Jレ

アラメ，モズク笥)が約 1千illの700万円とあったの

この海域は南イIl iI~史(境)と呼ばれる :\t(Jl券j也で，隆起 ・

陥没の地変に起因するリアス式の海岸で，深く入り込

んだillllと称する入iC，隆J也JiI-:としての平岩盤地':if，干江

岩，1問穴或いは)1"11"]にとむ所である。この海岸を小.1¥;:

f，!Jから元小木，1トi収木，深町11，i尺附i]"，江右liの服iに祝祭
し，私は当然拘ことながらノリ，ワカメその他のω;泌
のi11殖・先高(lの適否を念頭において海岸をl眺め歩いた。

沢附に歪り，沢附ぬの両{)IJIに広大な平岩鍛j也，;17があ

り，絶好のノリ!l(fーになっているのに悦いたの -IIIJ歩は

あらんかと当lI~j のJムのメモにある n 聞けば Ii\\の水産法
手児]、m放JJ:;のJ))私自けこよるもので，大正の初めにハ y
パをかけて造成されたノリfi(I，とのことであったわそし

て村氏の人速が相羽、り，氏の泣115に|祭し，そのりJを¥lJl

彩し，，Þll.'，目、の昨を京1Iんだ石 li~，'と JJ:;のイ i像に案内された。

"Jrrに示したのが沢附1・J且の平~JI~It. ~L:.j也'li;と児玉総蔵氏の

';cjf象・イi{i9，'であるn また引きりしたli9，'文を一緒にノドす。

筆者がこの小木地方を訪れた頃は;111.藻の噌高(jが}t.~ん

にすすめられ，研究されていt-.:II'jであり，大1のfJ)め

にこのような先'見者がおられたということを夕、11って大

きな感銘をうけた次第でーある p

なおiDi'(ではタラ イji!， f):iアラメの製造もみること

がIL~来た内 (060 札幌市北区北 10 条河 8 丁目 .1 t1irjju 

大学瑠1学部川物学教家)

ment of Mr. Yuzo KODAMA， a pioneer of Nori culture 

もう大分前のことになる。¥lH荊.138年 5月17日-19
日に佐波J:~jを訪ね， J:.'jのI部品iに当る小木町の海岸を視

察したの新潟県の沿岸漁業的造改善対策立案のため県

から調査を依頼されたときのことであるの東京大学の

大i:，'i泰:ijl教J受，リiLの水産課長足，1:.'iHI一氏その他の方々
と一緒であったn

小木IIIJ はìJ'pII~f代に佐i浪花金の引出港として， また

日本海航路の中心に位するTI:H港とし栄えた所であると

いう。また尼崎五[.業のお糸さんや佐波'11';話のお光さん

の物語をうんだ所でもあるというわ県からいただいた
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